
 
       

富士市集約・連携型都市づくり推進戦略の改定について  

― 第３回市民懇話会 ―     
災害ハザード情報 
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 ①  浸水想定区域（計画規模） 

【計算条件】 

確  率︓ 

富士川 1／150 年 

潤井川 1／100 年 

小潤井川、沼川、赤淵川 1／50 年 

算出の前提となる降雨︓ 

富士川 下流域 48 時間総雨量 394mm 

潤井川 1 時間総雨量 77.1mm 

沼川   小潤井川   赤淵川 24 時間総雨量 301.6mm 

【指定年月日】 

富士川 平成 29 年 3 月 21 日 

小潤井川  潤井川   沼川 平成 29 年 12 月 26 日 

赤淵川 令和 3 年 9 月 28 日 

出典︓国土交通省、静岡県ホームページ 
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  ② 浸水想定区域（想定最大規模） 

【計算条件】 

確  率︓ 

1／1,000 年 

算出の前提となる降雨︓ 

富士川 下流域 48 時間総雨量 565mm 

潤井川   田子江川   富士早川 24 時間総雨量 673.4mm 

沼川   小潤井川 赤淵川   和田川 

田宿川  滝川   昭和放水路 須津川 

江尾江川 春山川  駒瀬川   沼津大沢川 

24 時間総雨量 694.5mm 

【指定年月日】 

富士川 平成 29 年 3 月 21 日 

小潤井川  潤井川   沼川 平成 29 年 12 月 26 日 

赤淵川 令和 3 年 9 月 28 日 

田子江川 富士早川  和田川  田宿川 

滝川   昭和放水路 須津川  江尾江川 

春山川  駒瀬川   沼津大沢川 

令和 4 年 6 月 30 日 

出典︓国土交通省、静岡県ホームページ 
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 ③ 家屋倒壊等氾濫想定区域 

〈家屋倒壊等氾濫想定区域とは〉 
 家屋の倒壊・流失をもたらすような激しい流れが発生するおそれがあり、河岸浸食と氾濫流に分けられます。 

〇河岸浸食       
〇氾濫流        

洪水の際に河岸が削られて、家屋が流失・

倒壊する恐れのある区域 

氾濫した洪水の流速が早く、木造家屋が

流失・倒壊する恐れのある区域 

出典︓水害に強い信濃川下流域づくり推進協議会資料（国土交通省北陸地方整備局） 

３ 
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 ⑦ 過去の災害履歴 

表＿水害発生状況（平成 10 年～平成 26 年） 

番号 発生年月日 
浸水面積 

(ha) 

都 市 計 画

区域面積 

に 対 す る

割合(％) 

床上浸水 

(戸) 

床下浸水 

(戸) 

浸水田畑 

(ha) 

被害人口 

(人) 

都 市 計 画

区域人口 

に 対 す る

割合(％) 

1 H10.7.30 1.50  0.01  7  19  － 79  0.03  

2 H10.10.1 0.20  0.00  0  6  － 14  0.01  

3 H12.8.17 5.50  0.03  11  56  － 177  0.08  

4 H12.9.12 0.10  0.00  0  1  － 4  0.00  

5 H14.7.10 0.10  0.00  1  0  － 5  0.00  

6 H15.1.27 0.30  0.00  2  9  － 35  0.01  

7 H15.7.4 22.00  0.12  19  176  － 590  0.24  

8 H16.9.4 0.10  0.00  1  4  － 18  0.01  

9 H16.9.30 0.10  0.00  2  8  － 25  0.01  

10 H17.7.9 5.50  0.03  6  184  － 370  0.16  

11 H17.8.8 0.20  0.00  0  12  － 12  0.01  

12 H18.6.16 0.03  0.00  0  3  － 12  0.01  

13 H19.7.14 3.30  0.02  15  69  － 224  0.09  

14 H19.9.6 0.10  0.00  0  2  － 2  0.00  

15 H20.7.4 24.00  0.13  37  248  － 585  0.25  

16 H22.9.13 0.01  0.00  1  1  － 1  0.00  

17 H26.10.6 6.92  0.03  48  71  0.04 213  0.09  

 

表＿がけくずれ、地すべり発生状況（平成 10 年～平成 26 年） 

番号 発生年月日 被害面積(ha) 備  考 

1 H11.3.15 0.0153 法面崩壊 被害人口３人 

2 H17.7.9 0.0004 法面崩壊 

3 H19.7.15 0.0065 法面崩壊 

4 H19.7.15 0.0126 法面崩壊 

5 H26.10.6 - 全壊 １軒 

6 H26.10.6 - 大規模半壊 １軒 
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 ⑧ 富士山噴火 避難対象エリア 
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